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　青刈そばの飼料価値に関する報告は，一般成書（1）にも

見られ新鮮，乾燥物の可消化成分等が記載されている

が，多くは外国のもので国内のものは殆んど見当らなか

った。又家畜が生青刈そばを多量に食した場合，皮膚障

害の現れることが知られ，これもすでに成書に記載され

ているものであるが，その原因に就ては単に青刈そばと

日光との共働作用によるものであるとされ，未だ不明の

点が多い。青刈そばに関する現在の知見は凡そ以上のも

のであるが，そばは比較的に栽培が容易であり，青刈と

して収量も多く，又家畜によっては極めて好んで食する

ものがあるので，我々は青刈そばの飼料価値に就て再検

討を試みた。

　第一報に曾ては家兎を用いて生青刈そばによる生長試

験，消化試験並に青刈そばの蛋白質の窒素分布に関する

実験を行ったので報告する。

　　　　　　　実験方法及び結果
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第1図　　生

　　　　濃厚飼料＋レッP’　70一バー区

一一一・一・ Z厚飼料晴刈そば区

　1）生長試験　供試動物は生後ニケ月の日本白色種幼

兎を用い，対照としては牧草の代表的なレッドク官一パ

ーを使用した。即ち同腹の幼兎を3羽あて二区に分ち，夫

々（濃厚飼料÷生青刈そば）区，及び（濃厚飼料＋生レッ

ドク＃一パー）区として室内に於て試験を行った。生長

試験の期間は約2ケ月間，生草の量は生の目方で兎体重

ユk9ユ日当り200～2509で，青刈そば，レッドク官一パ

ー一 ､体重kg当り等量になる様に与えた。この給与量は

青刈そばを残すことなく完全に食下出来る限度に近い量：

である。濃厚飼料は生草の10分の1を与え，濃厚飼料

は午前に，青刈飼料は午後に与えた。爾，青刈そばは夏

開花前及び開花期にわたって使用し，茎の下方の堅い部

分を除いて与えると給与した量は全部食下させることが

出来た。又青刈そば，レッドクμ一バ遍共，原刻として

前日に刈り取ったものを与える様にし，且つ分析用とし

て10日毎に計6回一定量の試料を採り送風乾燥し，便宜

上初めの方の3回分を合して前期とし，後の方の3回分
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第1表生’長試験飼料・成分表（％）

i水分灰分有機物i粗蛋白粗脂肪…粗繊維
n．　f．　e．

青　刈　　そ　ば（前期）

青　刈　そ　ば（後期）

レツドクPt　paバー（莇期）

レツドクPt一パー（後期）

濃　厚　飼　料

85．　32

83．3エ

78．　95

78．91

26．16

1．39

！．　24

1．49

1．　57

5．　60

13．　29

15．45

19．56

19．52

68．　24

2．　56

2．　22

3．　39

4．　00

10．10

O．　49

0．48

0．　79

1．09

0．　85

3．14

4．　35

5．　35

4．45

12．18

7．　10

8．　40

ユ0．03

9．　89

45．！1

を後期として分析に供した。生長試験及び給与した飼料

の分析結果は夫々第！図及び第1表に示す。第1病中点

線で示してあるのは濃厚飼料を与えない青刈そば或いは

ンッドクμ一バー単食の生長曲線である。この実験の

間，青刈そば区の兎には発疹，下痢等は認められなかっ

た。

　2）消化試験　使用した動物は体重ユ500～18GOgの

生後6軟月の中兎3羽であり，糞を食うのを防ぐために

腹部にブリキ製の胴巻を巻き，予備試験を4欝間，本試験

を7瞬間行った．試験飼料は生青刈そば単食とし，秋の

開花初期のものを，給与の前日刈取り，茎葉共に0．5～

1寸位の長さに切って毎臨回2509給与したが，餐兎

とも完全に食下した。省試験飼料による糞を識別するた

めに，予備試験の最後の給与の際，カーミンをまぶして

与えたが糞の着色が不明瞭であったため，本試験の間，

毎Eliの糞量を秤量して排泄量に著しい変動がないことを

確め，本試験による糞の採集は鉦｛時によって区切る方法

を採用した、分析用青刈そばの試料は毎日一定量宛採り

送風乾燥後，全体を混合して実験に供した。又毎Eli給与

する青刈そばの水分も測定したが，殆んど変動がなく実

際食下した染形分に影響がない程度であったので，消化

　　　　　　　　　　　　　　　　　第3表　消　　　化

　　　　　　　　　　鍵離乳姦野：．有機物

　　　　　　　　　　　　1750

率の計算にはそれらの平均値を使用した。消化試験中兎

の体重には殆んど増減がなかった。消化試験に用いた青

刈そば及び糞の分析結果は第2表に，消化試験の成績は

第3表に示した。

　　第2表　消化試験飼料及び糞分析結果（％）

一…嚔ﾏ薦擁恋着鞭踊歩孟子田

無訂偲：i癖障1蠣瑠：墓
u（2）1　6．701i　6．541　86．761　IZ3．31　2．63，　33．441i　37．39

cL，　IILg21　5・　5sl　7・　2gl　｛｝／z：・uayli3，，　Li｝．f，tl：」・　i｝nvtt，o．3i一・　．4i／．　ttg．bwu”

　3）青刈そぼの蛋白質の分離及び窒素分布に就て　一・一．一A

般に茎葉の蛋白質は稀アルカリと熱アルカリ性アルコーー

ルに溶出するものが大部分を占め，稀アルカリに溶出す

る蛋白質は細胞質の蛋白質で，熱アルカリ性アルコール

に溶出する蛋白質は葉緑体の蛋白質であると考えられて

いるので（2），青刈そばに就てもこの二種の蛋白質を分離

し実験に供した。分離の操作は第2図の如く行い，試料

は60℃で送風乾燥した青刈そばを用いた。此の様にし

て調製した蛋白質の無水物中窒素含量は稀アルカリ可溶

蛋白質10．34％，熱アルカリ性アルコM一一ル可溶蛋白質

　　試　　　験
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　　　　第2図蛋魯質の調製按
　　　　　乾燥青刈そば粉末
　　　　　　　　　1
約10倍の蒸溜水にて浸出，濾過e残澄を
目しい蒸溜水にて同じく2回処理する。
　　　　　　　　　1

溶　液
　　　　　　1
　　　　　残　渣
　　　　　　1
0．3％一・NaOHにて蒸溜水の場
含と同様に行う
　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　溶　液
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　酪酸にてpH4．0附近とし
　　　　　　　　　　　　遠心分離
　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　l　　　．　1
　　　　　　　　　　　沈　澱　　　　　　　上澄液
　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　精製のため0．3％一NaOH
　　　　　　　に溶かし，酷酸にて沈澱さ
　　　　　　　せる操作を2測行う。
　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　l　　　　　l
　　　　　　　　沈澱　　　　濾液
　　　　　　　　　1
　　　　　　　アセトン洗
　　　　　　　驚　乾　燥
　　　　　　　　　1
　　　　　　　稀アルカリ
　　　　　　　可溶蛋白

1ユ，29％であった。更にこれらのものに就て常法の如く

塩酸にて夫々エ7時間，10時間加水分解しVAN　SLYKE

氏法によって窒素の分布を調べた。その結果を筆者の一

人3）が以前に報告したレッドクP一バーのものと比較し

て第4表に示す。

　　　　　　　　　考　　　察

　第1図の生長試験の成績を見るに，（濃厚飼料＋生青

　　第4表蛋白質の窒素分布（全Nに対する％）

；稀アルカリ灘アルカリ性アル
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　　　　　　　I

　　　　l　　　　　　l
　　　抽出液　　　　残　渣
　　　　1
滅圧蒸溜にてアルコ
tWrm 求ｪ，以下O．　3％一一

NaOHの場合と同様
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21．87
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刈そば）区のものも略直線に近い生長を示しているが，両

区の生長の問には若干の懸隔を生じ，ニケ月後の両三の

体重を比較すると青刈そば区の方が300g劣っている。

両区共体重kg当りの給与量は同一であるが，第1表に

見る如く，生長試験に給与した各飼料の中，青刈そばO’L一

般成分含量がレッドク降一バーに比し劣っているので，

青刈そば区の方が摂取力Pり■一一が少なかったことが判

る。これを消化試験の結果から検討してみると，第3表

の青刈そばの消化率は，全体的に不良で，蛋白質殊に繊

維に於て著しい。この原圏に就ては樹検討を要するが，

これらの消化率を使って生長試験に用いた青刈そばの可

消化成分等を計算すれば第5表の如くである。濃厚飼料

の消化試験は家兎1羽で行ったが，第5表に可消化成分

のみを掲げ，生のレッドク嶽一パーに就ては消化試験を

行わなかったので，石塚・後藤氏4）の消化率を引用し同

様に計算して第5表に示した。

　表から明らかな様に青刈そばの可消化成分，有効力P

リーはレッドク官一バーの約半分である。生長試験の際

濃厚飼料と青刈飼料とは午前ど午後とに分けて与えたの

で各飼料の単独の消化率はお互いに影響されることが少

いと思われる故に，これらの数値を用いて生長試験の兎

1kgユ日当り実際に消化吸収したカμリー等を計算する

と第6表の通りである』　バ穿

膿口ち生長試験の全期間にわたって，（濃厚飼料＋生青

昂一曇 V5励二二



茨大農学術報告 第2号

第5表生長試験飼料可消化成分表

　可消化成分％有効カロ
　＝1”’．’”L：：’　：”r．．”’ww’’””’　｝」　’一一

階響『羅繊・・f…、・a1／16・’9、

　　　　　　　　　　　「…一「一1
青刈そば（前期）・Li3ρ・29、0・094・　67

　　　〃　　　（後期）’0．980290．ユ3　5，46

ンツドクμ一バー（前期＞2・450・471・89、8・0エ

　　　〃　　　（後期＞2．890．651．60　7．9σ

濃　　　厚　　 套苺　　＊斗　　　　　7，570．605．54　26．97

26．　8

29．　6

55．　0

56．　8

エ69．9

刈そば）区は摂取力Ptり一kg　1日当り約106　ca1，蛋白

量は4掬4、5gであり，（濃厚飼料生＋レッドクPt　一・　2〈一）

区は夫々約165・ca1，8gである。従って青刈そばはクPt

一バ∴区の66％の熱量しか摂取出来なかったわけであ

り，生長曲線に現れた両区の懸隔も，青刈そばの害作用

等を仮定しなくとも，先ず熱量の差異によるものとして

説明される。第1図に於て点線で示した生長曲線は，！

例にすぎないが明らかに青刈そば単用では生長が達延す

ることを示し，この単食の場合も食性が悪かったため

第6表　生長試験における飼料摂取量（／kg・日）

ド　前　　　期　1　後　・　　期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

爾盛期鞭紅隈輪軸謙廊食糧・船舷力μ晒蝋9

濃　厚　飼　料÷区

生青刈そば

青刈そば

濃厚：飼料・

含　　計；

205N250　i　55N67
　（228）　1　（61）

25－27　i　42N46
　（26）　1／　（45）

　　　　　　101tvlO9
　　　　　　　（106）

2．3N2．8　i　2CON250
　（2．6）　1　（229）

1．9”一2．0　1　20・一v24．5

　（2．0）　1　（23）’

4．3・一t4．7

　（4．　5）

59．一v74　：　2．0－v2．5

（68）　1　（2．3）

34N42　’　1．5．vl．9

（39）　（1．7）

93N116　1　3．5N4．4．
（106）　i　（4．0）

ヒツ
θ
レ
揖

剛
部
厚濃
　
合

酒
十
一
料
パ
　
【
藩
冒
食　
ク
厚
ド
　
ツ
濃
レ

2CsN240　’　113一・一v132

　（225）　1　（124）

24・’v27　i’　41”v46

　（26）　1　（44）

　　　　　　i59／一v173
　　　　　　　（168）

5．0一一一t5．9　1i　185N245　i　105N139　i　5．3N7．1

　（5．4）　i　（225）

ユ．8（げ2。0　　　　　19～24

　（ll．．9）　i　（22）

7．0．・一7．7

　（7．　4）

　（128）　1　（6．5）

32N41　1　1．4一一il．8

　（38）　1　（1．7）

137．一v180　i　6．7一一8．9

　（166）　1　（8．2）

　　（　）内数値は平均を示す。

に，生青刈そばを1Hに300g以上食下することは困難

の様で生長の遅延は，熱量の不足によると認められる。

以上のことから二兎を室内に於て生青刈そばを以て飼養

する場合は，害作用は認められないが可消化成分が低

く，兎に対する食性が余りすぐれていない故に若兎の三

舞飼料としては不適当で，他の飼料と併用して給与する

のが妥当と考える。

　次に各調製蛋白質の窒素が普通の蛋等質に比べて低

く，これは來雑物の除去が鴎誰なためと思われ，無始4

表中，フミン態窒素が多い故に加水分解の際，アミノ酸

の破壊を伴っていると推察されるが，この実験結果に就

て蛋白質の窒素分布を比較検討してみる。即ち第4表に

於て，青刈そばの稀アルカリ可溶蛋白質及び熱アルカリ

性アルコーール可溶蛋白質を夫々レッドクローバーのそれ

と比較すると，割合近い数値を示しており，，殊にアルギ

ニン，ヒスジン，リジンはかな1）　一致している。原報を

見ることが出来なかったために詳細に就ては不明である

が，LUGG：））は蛋白の分析から色々な植物塗）組織蛋白の

間には種子の蛋白の場合の様に相違がないと述べている

が，我々の青刈そばとレッドク搾一バーとの場合も，少

くともアルギユン，ヒスチジン，リジンに就て児れば同

じことが言える。従って青刈そばの蛋白質は，窒素分布

に就ては，レッドク＃一バーとの閥に著しい相違がない

と考えられる。

　　　　　　　　　総　　　括

　家兎に就て，開花前及び開花期の生青刈そばによる生

長試験及び消化試験を行ったが，室内に於て生青刈そば

で飼養しても，下痢，発疹等の発現は見られなかった。

併し全体的に消化率悪く（有機物50．4％），従って可消

化成分も低く，有効力Ptり一もレッドクローバーの約半

分であり，青刈そばを給与した幼兎の発育は，レッドク

ローバーを給与したものに及ばなかった。

　青刈そばの蛋白質に関しては，窒素の分布から見れば

クρ一バーの蛋白質と著しい相違はないと考えられる

が，可消化蛋白質の含量が少なかった（1．13～0．98％）．

　又青刈そばは食性の点から食下量の限度が小さいの

で，若兎を特に生青刈そば単用で飼養する時はカPtリー

の不足が見られたので，他の飼料と併用して使用しなけ

ればならない。生青刈そばの飼料価薩は凡そ禾本科の生

草に近いと認められた。

　最後に，動物実験にあたられた学生篠原輝道看及び試

料の便宜を計って下された本学部大崎和二氏に謝意を表

，，“
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す。爾，本報告の大要は，昭和29年4月，日本畜産学

会大会において講演した。

　　　　　　　　　　　　　　　丈

　　1）斎藤：飼料学，井口

　　献

：畜産飼料学等

（2）神立，西：農化25，562　（昭24）

（3）神立，堀米：昭28年9月　目畜学会講演
（4）石塚，後藤：家畜の飼料と飼い方（昭23）
（5）LuGG，」．　W．H．：C．　A．37，5450（ユ943）．

Sl｝mmary

　The　nutritive　value　of　green　buckwheat　as　fodder　has　not　been　studied　nearly　in

Japan　and　the　cause　of　rash　by　eating　green　buckwheat　is　unknown　in　many　respects．

We　tried　to　reexamine　the　nutritive　value　of　green　buckwheat　as　fodder．　ln　this　expe－

riment，　the　study　was　done　on　young　rabbks．

　Rash　or　harmful　effects　by　eating　green　buckwheat　was　not　recognized，　but　the　growth

of　rabbits　eating　green　buck　wheat　was　inferior　to　that　of　rabbits　eating　red　clover

when　bo．th　rabbits　ate　same　amounts　of　fodder．　Digestive　coefficients　of　raw　green
buckwheat　obtained　on　rabbits　were　low，　especially　in　crude　pro£ein　（44．1％）　and　crude

fiber　〈2．9％）．　Therefere，　its　digestable　components　and　available　calories　were　small．

Moreover，　since　rabbits　had　poor　appetite　to　green　buckwheat，　the　sele　allowance　of

green　buck　wheat　brought　about　the　want　in　calorie　and　so　it　is　desirable　to　use　it

with　other　fodders．　The　O．3％　NaOH　soluble　and　hot　alkaline　alcohol　seluble　proteins

separated　from　dried　green　buckwheat　did　not　differ　from　that　of　red　clover　in　point

of　N－distribution　analysed　by　Van　Slyke’s　method．
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